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自然の中の様々な美しい色を自らの身に纏いたいと思

つ 自然の中から様々な色を装飾に用い 次第に4iに色
をうつすための様々な方法を試みるようになった。今か

般の家庭でも行われていた人然染料による染しが合成

染料を用いた梁色へと急速に変 rヒ し 染色方ユも装置■
業イヒされ 天然染*■まわざかに伝続工去の匹界や地場産
業地の織物業者■で使用されるのみになってしまった.

しかし 近年我が国では物質的な而で生活が豊かになり

染を危供|る人々が多くなってきて天然物が■直されつ

伝統色にひかれ,大然物を見直そうとするIllきがある.

物の中でもっとも多彩て 鮮やかな色を持つイと,は ,人 々

色に用いられることはあまつなかった.花の色の多様性

がアントシアニンの微妙な構造変化や 共存→る物質の
相違などに基づくため 花の色来を固有●)P_調 を変えず

著者らは,前報でポビーの花かの色素の有効な染色方
法を検討し,餃による赤味の染色を和l用するならば,発
酵抽|1液を pH 2程 度に調整した染液での染色が適 して

いること また続●|のアニオン
`ヒ

処FIに よリ イめ 色に
極めて近い赤色の染こ物を行ることができ 座ろう度も

そこで本報においては,染 F・温度および染色噺 .lの 影
響 各種It浄却の影響 アニオン化前処理綺市の物理Hl
強度変化 各種繊維のアニオン化前処

'ヤ

が染青性におよ

材料 と方法

材料

色素材料として アイスランドポピー (学名 :′セ:″ο

ボピーのイビ■は採取後冷凍保存した。色素の抽|“ま,イと

弁重量の 8信量のイオン交換蒸留水 (pl1 6)に 常温 (約

●)後ポリエステル4iで ろ過する発酵抽 1法 を用いた。抽

‖|し た色素液は冷蔵庫で保管し実験に用いた.試験布と
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とJIS染色堅ろう度試験用 (JIS L 0803準拠)添付白布
多繊交織布を用いた。試験布をノイゲンHC(3g/1)溶

液中にて,浴比 1:50,80°Cで 30分浸漬処理後,蒸留
水で十分に水洗いし,自然乾燥させ実験に用いた。,ォ色

布の洗浄による影響を検討するために,アニオン化剤と
して,サンドスペース Sリ キッド (サンド社製)を,洗
浄剤として,非イオン性界面活性剤ノイゲンHC,市販
の衣料用洗剤および脂肪酸石けんの 3種類を用いた。

方法

前処理法

1.アニオン化前処理
試験布をアニオン化剤 20%水溶液中,浴比 1:30,
70°Cで 30分間浸漬した。その後,250/。 炭酸カリウム水
溶液 (試料重量の 24倍量)をアニオン化剤溶液に加え,
温度を 80°Cに上げさらに 30分処理した。処理後,4%
酢酸水溶液中に 12時間浸漬し,蒸留水で十分に洗い,
吊し千しした。このようにしてアニオン化剤によって処

理した試験布をアニオン化前処理布とする。 (山本ら,

2002)

2.タンニン酸処理後,吐酒石処理

精練絹布を,タ ンエン酸 2.0%水溶液に浴比 1:50,

60～ 70°Cで 30分加熱処理後,吐酒石 2.0%水溶液に浸
漬し,浴比 1:50,常温で 20分処理後蒸留水で洗い ,
吊し干しした。このようにしてタンニン酸により処理し

た精練絹布を,さ らに吐酒石処理したものをタンニン酸

処理後,吐酒石処理絹布とする。 (小林・山内,1988)

染色方法

1.染色時間の影響
精練絹布,アニオン化前処理絹布およびタンニン酸処
理後,吐酒石処理した絹布を,浴比 1:75,常温 (約 23
～ 28°C)で 所定時間 (05,1,2,4,6,12,24,48,
72時間)染色した。
2.染浴温度の影響
発酵による色素の抽出で得た染液を用い,浴比 1:
75,各種温度 (30,50,70,80,95°C)で ,そ れぞれ
30,60,120分染色した。
3.各種洗浄剤による影響
精練絹布およびアニオン化前処理絹布を発酵による色

素の抽出で得た染液を用い,浴比 1:20,常 温で 24時
間染色した。これらの絹布を,非イオン性界面活性剤ノ
イゲンHC(pH 3),市 販の衣料用洗剤 (pH 7),脂肪酸

石けん (pH 10)の 3種類を用い,3g/1,浴比 1:50で 3

分間浸漬した後,イオン交換蒸留水で十分洗い,風干し
た。

また,処理後さらにクエン酸 02%水溶液 (pH 2)|こ
3分間浸潰し,洗浄後の酸処理の影響を検討した。なお,

作製した各種洗浄溶液およびクエン酸溶液の pHを ( )

内に示した。
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4.アニオン化した各種繊維の染色
発酵による色素の抽出で得た染液を用い,精練多繊交
織布とアニオン化前処理したそれを,浴比 1:20常温で
24時間染色した。

染色性および色相変化の評価法

各試料の染着性の評価は K/S値を,色相の変化はク
ロマチィネスク指数をそれぞれ測定して行った。

1.【S値
多光源分光測色計 (スガ試験機株式会社製 MCS― IS―

2DH)を用い,反射率を浪1定した。得られた分光データ
をもとに●S値を求めた。●S値は (1)式から求めた。

●S=(1-Ro2/2町 ―(1-102/軟            (1)

ヽ :波長λにおける染色布の反射率 /100,■ :波長λに

おける未染色布の反射率 /100,λ :最大吸収波長 (516 nm)

分光反射率の値は色物体に含まれる色材量,すなわち
染色物の濃度と比例関係がないので,これを濃度に比例

するような値に変換したものがでS値である。
2.クロマチイネスク指数 (色質指数)
多光源分光測色計を用い,a*b*値を求めた。

アニオン化処理絹布の物理的強度の測定

1.引 き裂き強度
ペンジュラム法 (JIS L-1096)で精練絹布およびアニ

オン化前処理絹布の引き裂き時の抵抗を測定した。

2.摩擦強度
ユニバーサル形法 (JIS L-1096)の平面法で行った。

研磨紙に炭化ケイ素質 P600-CWを用い,摩耗するまで
の摩擦回数を測定した。

結果と考察

1.染色時間の影響
発酵による色素の抽出で得た染液を用い,精練絹布,
アニオン化前処理絹布およびタンニン酸処理後,吐酒石
処理した絹布を,浴比 1:75,常温 (約 23～ 28°C)で

所定時間 (05,1,2,4,6,12,24,48,72時 間)染
色した。染着量 (K/S値)と染色時間の関係を図 1に示

精練絹布

アニオン化前処理絹布

タンニン酸処理後吐酒石
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と」lS染 色堅ろう度試験用 (JlS L 0803準 Itl)添付「 1布

水で 1分に水洗いし 自然乾燥させ実験に用いた。染●
市の tヽ浄 による影響を検討するために アニオンイヒ斉Jと

浄 .‐llと して '|イ オン旺界面活性Ⅲノイゲン HC 市販

試験布をアニオン化剤 20%水搭液Ⅲ 浴比 1:30

洛,夜 (.I料 重豊の 24■量)をアニオン化常溶液にカロえ

酢餃水浩液中に 12時 間浸損 し ネ留水で 1分 に洗い.

理 した試験布をアニオン化前 l岬布とする。01本 ら

60～ 71・ Cで 30分が熱処理後 吐酒石 20%水 溶液に浸
漬し 浴比 |:50 常温で 20分処理後蒸留水で洗い

た精線絹布を さらに■酒石処理したものをタンニン餃
処理後、吐酒石処理イH布 とする。● 林ヽ 山内 1988)

精紋組布,アニオン化前 l岬絹布およびタンニン香々処

理後 叶酒石処理した絹布を 浴比 1:75 常温 (約 23

72時11)染 色した。

発酵による色素の州出で,た 染液を川い 浴1七 1:
75 各 i詭温度 (30 50,70,80 '5° C)で  それぞれ
30 60, 120分染色した,

精練納布およびアニオンrヒ前処理絹布を発酵による色

間染色した。これらの相布を ■イオン‖界面活性nllノ

石けん (pII 10)の 3稲類をllい  3』  浴比 1:50で 3

3分 |・般 漬じ 淮浄後の酸処理の影響を検言|し た。なお.

4 アニオン化した各種繊維の染色
発酵によるこ素の抽出で得た栞液を用い 精練多繊交

各試 *|の 来若性の評価は K′S値を 色llの 変化はク

l KIS値

2DH)を 用い 反用率を測定した.得 られた分光データ

R,:波 長λにおける染色布の反‖率

“

oo け:波 長λに
おける未染色布の反身1率 ′100λ 最大吸lR波 長 (516_■ )

するような値に変換したものが K′S値である.

,光源分)ヒ脚1也計を用い o.0'値 を求めた,

2 摩擦強度

結果と考察

1 染●時間の影響

アニオン化前処理絹布およびタンニン酸処理後,叶酒石

所定時間 (05 1,2,4 6 12 24 48 72時 間)ス
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し そtr後 は染着量はゆるやかに増加した.精・1繊布お

条件●ではいずれも24時間で アニオンrヒ 肯t処理組布

各染色市の色調におよぼす染色時間の影響を図 2a

精練のみの試験布の場合 (図 2a)は  染色物の色 tl

アニオンイ師 処理絹布の場合 (図 2b)は a｀ b`値よつ

しよつに変

`ヒ

し 6時 |.1以 |で 1よ
「

_調には 1ま とんど変イと

タンニン酸 ll理後 II洒 石処理した試験布の場合 (図
2c)は  染色!↓間の増l」 lと共に染色布の色調はわう｀かに
赤紫色から紫色よつに変イヒつるが 大きな

「

_調の変化は

,ス上の組スから 発酵による0素のII出 こ得た染液を
用いた各絹布の染色におい ては 常温で 24時間染色す
れば染斉T衡に達 ケるとともに 染色ltlの 色‖は安定 こ

アントシアニン系色素は高温処理すると 色素が不安

色素の抽|で得た染腋による染色において 染色温度が

を検討した。

■後 吐酒●処理絹布を発醇によるこ素の■11で 得た来

で、それぞれ 3o 60,120分染色した。

間による変イヒを栞色11度,に示したのが図 3で ある.ま

増加し また 染色温度の上昇と,1に 染着量が減少した.

景が減少したと考えられる。また,120分間染色した場
合は 染色温度の L昇 に伴い 染色物の色相は力:紫 色か
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変 |しか大きく赤色よりとなった.

におよぼす染色温度の影響を図 5に  染色物の色祠にお

アニオンイヒ前ll理により KIS値 はl14～ 5倍に増加

かった (図 5)。 また,染 色物の色相は染色温■の「 昇

よつオ色を得るには 30。 Cで 120分 ,日 程 tの低温染 r_

色することができ (図 6)人色温度の影響は比I‐ |1少

度はFiく なり また色素も安定イヒナることが明らかと

-lQに 染色物は,用後はその,|れの除去″)た め lt浄

`[●

卸lが染色物に与える影響を|・・討した,い 7に 精練の

みのイH布を染色した試験布と アニオンイヒ前処理をした

こり 特に脂防餃うけんでl・t`し た染色物の染を量の変

なかった。アニメン化前処理絹布は精練絹4iに比べ 7t

浄による色素・「 脱落が大きかったが 洸浄後もでS値

脂肪酸石け/。 (口 HO)でルt,し た染色物はlt浄 剤溶

11肪 酸FIナ んで洗浄後に酸処理することによつ,色相が

洗締 i後のこ相の変イヒを少なくできることが 月らかに

精lpl縞布とアニオン化前処理綱布の引き裂き強度と摩

アニオンイヒにより,|き 裂き強度は たて方向もよこ方

に用いるアルカリ珀|の影響であると考えられる。また

藤未〔強度はl18%増加した.こ れは 緻紅に結合したア
ニオン化Ⅲか樹lL間 隙を埋めたり 繊14ム 面に■1業を形

ぐ3。
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成したからではないかと考えられる。

精練のみの試験布 (種々の繊維からなる多繊交織布 )

得た染液を用いて染色したときの各繊維の K IS値 を図 9

精練のみの試験布を用いた場合 綿に対つる染着l~が

トシアニン系色素のボピーの色素はカチオン性であり

タンパク質系繊推とのHiにイオン結合が生じ 染着性が
よい結果とな ,。 た。また.再生繊維のレーコンは■合潰
が低く,非結晶価域に色素が入りやすく その結果染着
性がよくなつたと考える。アニヨン化処理布は編 レー
ヨン 木続への染普性が格段によく 絹では約 2倍 ,レー

●ち アニオンイヒl lrTに よるセルロース系繊維への染着
量の増″1が頸普である。 F毛の場合は アニオン化処理
に用いる強アルカリによって言しく繊維が脆化した。一

般に,IIIよ り子毛の方がアルカリの作用を受けやすいと
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